
学生クラブ・アクト本格稼働で、いよいよ学生募集開始！

　平成16年度に試験稼働していた「学生クラブ・アクト」

が、今年の4月から本格的に活動を開始します。

　学生クラブ・アクトとは、一言でいうと、学生参加型産

官学地域連携事

業です。企業、

地域、学校、行

政などから事業

を受託し、学生

が主体となり、

場合によっては

教員のサポート

を受けながら、

課題の解決に当

たります。学生にとって実践的な社会体験ができること、

他大学の学生と一緒に取り組むことができることがこの事

業の面白みです。

　今年度の実施例でいえば、「関西国際空港内ラウンジの

内装に関する企画デザイン」では、大阪芸術大学の学生グルー

プが、関空の展望ホール内ラウンジの内装デザインから家

具の買い付けまで行いました。「新素材を活用した商品企

画のアイディア・ラッシュ・ミーティング」では、デザイン

に興味のある帝塚山学院大学の学生と情報工学が専門の大

阪府立大学大学院の学生グループが一緒に参加しました。

企業もびっくりするほどのおもしろい企画が次々と飛び出し、

そこで出たアイディアが、早ければ今夏にも商品化される

予定です。実際の商品開発や販売戦略にも学生たちが参加

しますので、どんな商品が売り出されるか楽しみにしてい

てください。堺東駅前では、TMO（堺市の市街地活性化事

業）の取り組みの一環として、12月からチャレンジ・ショッ

プがオープンしています。そのショップの管理・運営を帝

塚山学院大学の学生グループが担当していますが、いろい

ろな工夫を試みながらショップの支援をしています。まだ行っ

たことのない方は、一度ショップを訪れてみませんか。

　桃山学院大学、大阪府立大学、大阪女子大学の茶道部の

学生が参加してくれた「堺市大仙公園日本庭園内にある茶

室での呈茶サービス」では、日本庭園を訪れる人たちに呈

茶サービスを行い、大変喜んでいただきました。その他、

調査研究では、プール学院大学、大阪女子大学が参加した「堺

市リサイクルシステムの構築に関する調査研究」、羽衣国際

大学が参加した「文化・観光資源活用業務（観光指標の作

成）」、帝塚山学院大学が参加した「年長児と乳幼児の交流

における相互の発達要因についての研究」などがあります。

ボランティア活動では、大阪府立大学、桃山学院大学、羽

衣国際大学、大阪明浄大学の21名の学生が、関空の二期工

事内で実施されたマラソン大会で給水を手伝いました。当

日は参加者が多く、大変な作業になったようです。

　今春には、Web新聞「サカイ経済新聞」が創刊予定です。

この新聞は、すでに刊行され多くの読者を集めている「シ

ブヤ経済新聞」「ヨコハマ経済新聞」と同系列で、今春「ウ

メダ」「ナゴヤ」「キタキュウシュウ」と同時リリースが予定

されています。編集長を含め、編集スタッフは全員学生です。

現在、編集者や運営スタッフを初め、取材記者を募集して

います。南大阪地域大学コンソーシアムの学生のパワーを

Web新聞で大いに発揮しましょう！

　学生クラブ・アクトでは、学生たちが企画・運営する「ア

クト交流会」（4ページ参照）があります。

　このように、学生クラブ・アクト事業は、調査研究、企画、

運営、管理、イベント、リサーチ、デザイン、商品開発の受

託事業や、アクト交流会、アクトセミナーと多岐にわたって

います。学生諸君の積極的な参加を待っています。会員登

録はインターネットから（http://www.osaka-unicon.org/

clubact/nyuukai/nyuukai.html）。
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単位 互換募集が 4 月よ り開始！　今年は2校増えて12大学・短大の学生が他校で学ぶ単位 互換募集が 4 月よ り開始！　今年は2校増えて12大学・短大の学生が他校で学ぶ

　4月から単位互換の募集が始まります。今年は12大学・

短期大学の学校が参加します。講座数も82講座と大幅に

増え、一層多彩になりました。昨年度は155名の学生が

参加しました。今年も興味深い講座がたくさんあります。

自分の大学とは一味違った南大阪地域大学コンソーシア

ム会員大学の講座を受講してみませんか！新たなキャン

パスライフがきっとあなたを待っていることでしょう ! !

　単位互換のパンフレットは4月に各大学で配布予定です。

■参加校：大阪芸術大学、大阪女子短期大学、大阪府立大学、

　大谷女子大学、大谷女子大学短期大学部、関西福祉科学大学、

　帝塚山学院大学、羽衣国際大学、阪南大学、プール学院大学、

　プール学院大学短期大学部、桃山学院大学



大阪芸術大学

大阪女子大学

大阪女子短期大学

大阪府立看護大学

大阪府立大学

大谷女子大学

大谷女子大学短期大学部

帝塚山学院大学

羽衣国際大学

羽衣学園短期大学

プール学院大学

プール学院大学短期大学部

阪南大学

現在会員となっている大学です。現在会員となっている大学です。

大阪健康福祉短期大学

大阪千代田短期大学

大阪明浄大学

関西福祉科学大学

近畿大学医学部

太成学院大学

桃山学院大学

個人会員参加大学個人会員参加大学

会員参加大学会員参加大学

今回は、個人会員の所属大学を

クローズアップします。

「語り継ぐ言葉」「語り継ぐ言葉」

「書を読むこと。

　礼節を重んじること。

　生涯の友を持つこと。

　－そして、

　稼いでも金って奴はどこか卑しい・・・

　ということを知っておくこと。」

子供のころよく居間に正座させられて祖父から聞かされた。

ふだん口数の少ない祖父だったが

これだけは毅然として繰り返していた。

また始まった・・・

と思ったが不思議とその口調が祖父の燐とした風貌に

似合っていて別段嫌いではなかった。

いまわたしは祖父の歳を越えようとしている。

また始まった・・・

と思われてもいい、

若者に向かってこんな口調の似合う風貌になりたい。

岩崎富士男7
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大阪芸術大学放送学科　学科長

理事会・総会が開催されました

　３月16日、さかい新事業創造センターにて、平成16

年度　第２回理事会・弟５回総会が開催されました。

　議事の内容は以下の通りです。

○16年度事業概要報告

○弟１号議案　平成17年暫定事業計画（案）承認の件

○弟２号議案　平成17年度特定非営利活動に係わる暫

定収支予算書（案）承認の件

○弟３号議案　議事録署名人の選任の件

〒586-8511 河内長野市小山田町1685

TEL：0721-52-4141

伝統の幼児教育科（幼稚園教諭・

保育士を養成）とユニークな総合

コミュニケーション学科 [ビジネス

情報、こども文化、ケア（介護福

祉士を養成）の各コース] からな

ります。専門性と教養性を統一し

た人間教育を目指しています。

大阪千代田短期大学大阪千代田短期大学 大 阪 明 浄 大 学大 阪 明 浄 大 学

〒590-0493 大阪府泉南郡熊取町大久

保南5-3-1　TEL：0724-53-8222

日本で唯一の観光系単科大学とし

て2000年４月に開学。

キャンパスは世界中の人々が訪れ

活気あふれる関西国際空港の近く

という、絶好のロケーションにあ

り、「異文化への深い理解」と「お

もてなしの心」を併せ持つ人材の

養成をめざします。

〒590-0014 大阪府堺市田出井町2-8

TEL：072-226-6625

「選んだ諸君に後悔させない教育」

をめざして、少人数の講義、演習、

ゼミを教員とアットホームな雰囲

気の中で、現場に役立つ介護福祉

士を育成しています。就職決定率

は100％。西日本で唯一の短大夜間

部の介護福祉学科も設けています。

大阪健康福祉短期大学大阪健康福祉短期大学 関西福祉科学大学関西福祉科学大学

〒582-0026 大阪府柏原市旭ヶ丘3丁

目11番1号　TEL：0729-78-0088

建学の精神「感恩」の構造化・現

代化としての福祉科学の集大成を

目指す本学は、臨床福祉の諸分野

のプロフェショナルとして新しい

日本の構築に貢献する夢に燃える

学生諸君の希望に応えうる学園と

して前進し続けます。



堺市木原市長への新春訪問報告　―市民のためにも大学と堺市と企業の連携が重要に―

ルック
国内路線が充実します

国内最大規模！関空の免税ブランド
ブティックがリニューアルオープン

国内路線が充実します
国内最大規模！関空の免税ブランド
ブティックがリニューアルオープン

●関空連絡橋通行料が新しくなりました。

３月１日から、関空連絡橋の通行料が以下の通り改訂に

なりました。

・軽自動車　1，200円（平日・往復）

・普通車　　1，500円など（平日・往復）

※土・日・祝は、軽自動車及び普通車に限り1，000円（往

復）でご利用いただけます。

お休みの日はご家族やお友達と、関空へ遊びに来てくだ

さい！

・お問い合わせ先：道路管理所　0724－55－2278

　詳細についてはホームページをご覧ください。

　→ http://www.kansai-airport.or.jp/

●国内路線が充実します　「関西　羽田」路線、大幅増便！

3／11、スカイマークエアラインズが就航

3月11日、関西空港に新たにスカイマークエアラインズが

就航し、東京・羽田空港との路線を1日4便開設。これに

より、関西　羽田路線はこれまでの１日14便から18便と

なり、総座席数も今までより約40％増えました。

また、従来のダイヤでは関西　羽田間でフライトのない

昼間の空白時間が長くありましたが、最大でも2時間30分

と大幅に縮まり、早朝・深夜の便はもちろん、昼間も利用

しやすく、便利になります。

●4／1より旭川・福島へ就航開始！札幌など増便も

4月1日より、新たに関西空港から旭川（1日1便)、福島（1

日1便）への便が就航します。また、札幌へは今までの1

日4便から8便へ、女満別・函館・宮崎・鹿児島へは1日1

便から2便へとそれぞれ倍増します。これにより、関西空

港からの国内線の就航都市は14都市・52便／日となります。

●国内最大規模！関空の免税ブランドブティックがリニュー

アルオープン

海外旅行の楽しみといえば、デューティーフリーショッピン

グ。関西国際空港に、3つの新しいブランドブティック・

サルヴァトーレ・フェラガモ、セリーヌ、モンブランが登

場しました。また、今までのブティックも売場面積が2～

4倍に広がり、装いも新たにリニューアルオープン！なか

でも、人気のエルメスはアジアで最大級規模となります。

（ブランドブティックの売場面積としては成田空港、中部

空港を抜いて国内最大規模！）出

発前のひとときを、関西国際空港

ブランドブティックでのお買い物

でお楽しみ下さい。

http://www.kansai-airport.or.jp/

news/050209/050209.htm
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　今年も1月19日（水）午前10時から約30分間、木原

堺市長への表敬訪問が行われました。会場となった市

長応接室は、旧市庁舎から今年4月に完成した新市庁舎

に移り、一同新たな気持ちで会談に臨みました。

　本コンソーシアムからは、南努理事長（大阪府立大

学学長）、松浦道夫副理事長（桃山学院大学学長）、山

田浩之副理事長（羽衣国際大学学長）、長谷川事務局長

（桃山学院大学副学長）が訪問し、木原市長、木戸市

長公室理事、宮脇企画部長、向井企画部副理事が同席

されました。

　南理事長は、年頭のご挨拶及び日頃のご支援に対す

るお礼を述べた後に、最初に言及されたのが、政令指

定都市を目指す堺市に対してコンソーシアムが協力で

きることについてでした。第一に、堺市の小・中・高

等学校教員の直接採用に関わる協力を挙げました。昨

年12月には堺市教育委員会との意見交換会が行われ、

今後協議会が発足予定であること、児童相談所の専門

職員の採用などについても連携、協力できることなど

です。第二に、これまで以上に拡大、充実が求められ

る堺市の情報発信について、今春に発刊を予定してい

るWeb新聞「サカイ経済新聞」が有効なツールになる

ものと確信している、と述べるなど、政令指定都市に

向けた堺市の新体制作りに貢献できることを強調しま

した。

　また、昨年4月、事務局がさかい新事業創造センター

に入居したことにより、訪問者も増えていることや、同

センターとの連携によって産官学地域連携が広がりを見

せ始めていることなどが報告されました。

　中でも、学生参加型の産官学地域連携事業である「学

生クラブ・アクト」や「南大阪の歩き方」は、昨年11

月に開催された全国コンソーシアム研究フォーラムでも

大変注目を集めたことが、山田副理事長から報告されま

した。山田副理事長は、大会は多くの人が集まり大変な

熱気で、今後もこうしたコンソーシアム活動は一層拡大

していくだろうと感じた、と参加した感想を述べました。

長谷川事務局長は、われわれの活動は大変ユニークで、

全国から注目を浴びたことで少し自信を得ることができ

たと述べました。

　木原市長は、また、基礎としての幼稚園、小学校、中

学校、社会に出て行くためのステップとしての高校、大

学と、それぞれが連携していくことが大事だと考えてい

ると述べられました。それを受けた南理事長は、すでに

推進している高大連携だけでなく、幼、小、中、高との

連携の必要性について述べました。市長は、さらに産官

学連携についても触れられ、市民のためにも大学と堺市

と企業の連携がとても重要であり、今後もより一層連携

を深めていきたいと抱負を語られました。

　最後に、松浦副理事長が、大阪が元気になるために南

大阪が引っ張っていくぐらいの気概でいきたいと語られ

ると、会場は大いに元気づきました。

←

←

←











全国大学コンソーシアム協議会への参加と全国フォーラムの報告

第二回高等教育研究会「大学経営における民間的経営手法の導入」開催の報告

南大阪地域大学コンソーシアムの会員になりません

か？本コンソーシアムは、南大阪地域の大学や大学

関係者の皆さまの参画により運営されています。大

学相互の連携や地域社会の発展に向けた事業に参画・

協力ください。 

会員区分：団体会員（年会費20万円～50万円）

              個人会員（年会費1万円）

              賛助会員（年会費1口5万円から） 

関西国際空港(株)は南大阪地域大学

コンソーシアムの運営を支援して

います。

このマークのついたニュースレターを関西空港に

ご持参いただくと、割り引きなどの特典があります。

特定非営利活動法人  南大阪地域大学コンソーシアム

ニュースレター第7号（2005年3月31日発行）

発行：特定非営利活動法人　南大阪地域大学コンソーシアム事務局

〒591-8025 堺市長曽根町130-42 さかい新事業創造センター1階

TEL&FAX 　   (072)258-7646

Eメール  　　  office@osaka-unicon.org

ホームページ 　http://www.osaka-un icon.org

☆怒涛の1年が終わり、ほっと一息・・・。今月より、事務局メンバーが増えま

した！皆様に喜ばれるコンソを目指して、力をあわせて頑張ります。（あ）☆春

は、別れと出会いの季節です。それぞれのライフステージにも、仕事にも、勉

強にも、別れと出会いはつきものです。よりよい出会いのために、グッド・ラ

ック！（う）☆気がつけば、この3年間で培ってきた土台が少しずつ力をつけて

いるのを実感。学生がどんどん参加することで一段の飛躍を期待したい！（ん）
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　昨年11月27日（土）・28日（日）の2日間、全国コンソー

シアム研究交流フォーラムが京都キャンパスプラザで開催

されました。本コンソーシアムは、パネル展示及び、「産

官学連携」の分科会で「学生参加型産官学連携事業の事例

について」発表を行いました。分科会では、石井事務局次

長（大阪府立大学副学長）が「学生クラブ・アクト」「南

大阪の歩き方」について事例報告され、大変注目を集めま

した。28日には全国コンソーシアム協議会の発足会があり、

本コンソーシアムも協議会へ参加することになりました。

今後はこの協議会が全国のコンソーシアム活動の情報交換

や相互理解を深める

場になっていくこと

で、コンソーシアム

活動がますます認知

され広がっていくこ

とでしょう。

　平成16年12月4日（土）、さかい新事業創造センターにて、

第二回高等教育研究会（共催：西宮市大学交流協議会）を

行いました。第一回研究会の「産学連携」に続き、今回は「大

学経営」がテーマでした。前回同様、各方面から強い関心

が寄せられ、参加者からの質疑応答も交えて、活発に議論

が行われました。

　（株）サンリット産業取締役社長　大阪商工会議所副会頭

小池俊二氏の「経営者の心得10か条―大学経営における民

間経営手法の導入―」では、グローバリゼ―ション、イノベ

ーション、マーケットイン、この三つの潮流に乗れるかどう

かが大学の将来を決めていくとして、そのためには、①経

営理念②行動指針③破旧立新・・・等、10か条が大切であ

ると、50年のご自身の会社経験より言及されました。

　和歌山大学監事・小畑力人氏の「学生の目線で大学改革

―CS（カスタマー・サティスファクション）の大学における

SS（学生満足度）の課題―」では、大学を取り巻く現状は、

大競争から弱肉強食の時代へ、また、国際競争の時代を迎

えているが、競争に勝つには、学生サービスの徹底と顧客

満足度に徹した大学の運営、教育の創造等、専門学校、塾、

予備校の民間的手法に着目することが大事であると示され

ました。入り口（入試）・中身（研究と教育）・出口（就職）

という「三位一体の展開」をすることにより、オンリーワ

ン作戦で、和歌山大学を特色を持つ大学にしていくとの抱

負を述べられました。最後に、教員と職員の教務協力が改

革の重要な課題であると締めくくられました。

M　M
O

「友の会」愛称決定！「友の会」愛称決定！「友の会」愛称決定！「友の会」愛称決定！

　「南大阪地域講座」をますます充実したものにしてい

くために、「南大阪地域講座友の会」を設立し、今年度

より会員を募集しています。

　「友の会」では、皆様に学びをより身近に感じていた

だき、親しんでいただけるよう「友の会の愛称」を募集

していましたが、多数のご応募の中から、「MOM（もん）」

に決定しました。MOMの愛称とキャラクターが長く愛さ

れることを願っています。

■MOM（もん）

　M―MINAMI（みなみ)

　O―OSAKA（おおさか）

　M―MANABI（まなび）

の略で、これからも成長し続ける「おたまじゃくし」を

表現しています。

お申込・お問い合わせ：

南大阪地域大学コンソーシアム事務局まで


